
発生場所

エレベーター

精神・意識障害の有無 リスク

発生場所（その他）

発生内容の分類

転倒

発生内容

歩行器の車輪がエレベーターのドアの溝に引っかかり、転倒。
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エレベーター
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溝
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概要

患者が１人でエレベーターに乗る際、歩行器の車輪がエレベーターのドアの溝に引っかかり、前方へ倒れ込んだ。

要因

歩行器の車輪が小さい。エレベータのドアの溝。

対策

この事象の時は、『エレベーターに乗る時は、まず歩行器の車輪を進めてから自身が乗り込むように』と患者に指

導をしたようだが、根本的な対策はできていない。
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